
林

　昭
年

　
一
説
に
よ

る
と
、
薬
剤

師
制
度
は
、

1
2
4
0
年

ご
ろ
に
神
聖

ロ
ー
マ
帝
国

の
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
２
世
が
、
主
治
医
の
処
方
し
た
薬

に
よ
る
暗
殺
を
恐
れ
て
別
の
者
に

チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
た
こ
と
が
起
源
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
東
洋
で
は
、
薬
が
医
療
の
中

心
で
あ
っ
た
た
め
、
医
師
と
薬
剤
師
の

区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
日
本
の
薬
剤
師
の
歴
史
は
、

年
に
明
治
政
府
が
医
師
、
薬
剤
師
の
教

育
と
免
許
制
度
を
制
定
し
た
こ
と
が
始

ま
り
で
、
1
8
8
9
年
に
本
格
的
な
薬

事
制
度
が
制
定
さ
れ
、「
薬
局
」、「
薬

剤
師
制
度
」
が
誕
生
し
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　
今
で
は
病
院
・
診
療
所
、
薬
局
、
医

薬
品
企
業
、
行
政
、
学
校
な
ど
薬
剤
師

は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
働
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
薬
局
薬
剤
師
と
病
院
薬
剤
師
を

取
り
上
げ
、
よ
り
安
心
で
継
続
し
た
薬

物
療
法
を
患
者
さ
ま
に
提
供
す
る
た
め

の
「
薬
薬
連
携
」
の
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
薬
剤
師
は
患
者
さ
ま
個
々
の
お
薬
の

記
録
、
ア
レ
ル
ギ
ー
歴
、
副
作
用
の
記

録
な
ど
お
薬
と
患
者
さ
ま
に
関
す
る
記

録
（
薬
歴
）
を
作
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
院
外
処
方
箋
の
普
及
に
よ
り
こ
れ
ら

の
業
務
は
、
外
来
通
院
時
は
薬
局
薬
剤

師
（
か
か
り
つ
け
薬
局
）
が
受
け
持
ち
、

入
院
中
は
病
院
薬
剤
師
が
受
け
持
っ
て

い
ま
す
。

　「
薬
薬
連
携
」
と
は
薬
局
薬
剤
師
（
院

外
薬
局
）
と
病
院
薬
剤
師
が
情
報
を
共

有
し
、
入
院
す
る
前
か
ら
入
院
中
、
退

院
を
し
て
か
ら
も
充
実
し
た
医
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
体
制

の
こ
と
で
す
。

　
患
者
さ
ま
の
入
院
時
や
退
院
時
に
は

服
用
薬
の
内
容
が
変
化
し
や
す
い
た
め
、

適
切
な
治
療
が
行
え
る
よ
う
に
、
薬
剤

師
同
士
の
連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
複
数
の
病
院
や
診
療
科
か
ら

お
薬
を
も
ら
っ
て
い
る
と
き
は
、
お
薬

の
把
握
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
薬
局
薬
剤
師
（
か
か
り
つ
け
薬
局
）

に
相
談
し
、
入
院
時
の
お
薬
の
整
理
や

必
要
時
、
病
院
へ
情
報
提
供
を
お
願
い

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
お
薬

に
は
血
液
サ
ラ
サ
ラ
の
薬
で
な
く
て
も

出
血
の
危
険
性
を
高
め
た
り
す
る
薬
が

あ
り
ま
す
。
病
院
の
医
師
な
ど
か
ら
入

院
の
た
め
に
一
部
お
薬
の
服
薬
中
止
の

説
明
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
も
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
入
院
前
に
処
方
さ
れ
て
い
た

お
薬
が
退
院
時
に
変
更
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
退
院
す
る
時
は

病
院
薬
剤
師
が
入
院
中
の
お
薬
に
関
す

る
事
を「
お
薬
手
帳
」に
書
き
添
え
た
り
、

情
報
が
多
い
場
合
に
は
「
施
設
間
情
報

連
絡
書
」
な
ど
を
添
付
し
ま
す
の
で
是

非
、
薬
局
薬
剤
師
（
か
か
り
つ
け
薬
局
）

に
見
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
お
薬
手
帳
は
医
師
や
看
護
師
、
薬
剤

師
が
情
報
を
知
り
得
る
た
め
の
重
要
な

手
段
で
す
。
院
外
薬
局
だ
け
で
な
く
、

受
診
の
際
に
は
毎
回
必
ず
お
薬
手
帳
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
安
心
安
全
な
療
養
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
積
極
的
に
薬
剤
師
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

1
8
7
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水野

水野 齊藤

齊藤

前川

澤木 佐々木

TE

P A

～

　１月１日に発生した能登半島地震に対して、当院DMATは
４回に渡り延べ20人が石川県に支援に入りました。
　発災直後の２回の支援では病院支援等を行いました。
　その後の支援では地域医療への移行期に対する支援を行い
ました。
　今回の派遣は隊員にとって「当院が被災した時、どうした
らいいだろう？」を改めて考えるきっかけとなりました。
　今後も日々研鑽を積み、必要な際の出動に備えていきます。

　避難所ではトイレが不便なため、水分補給を制限しがちですが、水分が不足すると便秘や脱水症状
をきたし、血糖コントロールが悪化します。その結果 、血管の中で血栓ができたり、詰まったりし
ますので、こまめに水分を摂りましょう。

　避難所などで支給される食事はおにぎりや菓子パン、イン
スタントラーメンなど炭水化物が中心のため、エネルギー量
や栄養素、塩分のバランスが崩れがちになります。普段から
食事の目安量を覚えておきましょう。

・太った→食べ過ぎと運動不足に注意。
・やせてきた→血糖悪化が考えられる→医師
　に相談しましょう。

・高い→塩分摂りすぎ、降圧薬の中断、不眠
　などのストレス

・食事の前や後にチェックしてください。
・血糖測定器を持っていない方は医療スタッ
　フに相談しましょう。

　薬物療法を受けている方もそうでない方も、治療を中断しないでください。

★歯磨き・うがい→水があまり使えない場合は歯磨粉なしでおこない、少量の水で
　すすぎます。無糖のガムをよく噛み、唾液を出しましょう。
★靴など脱げにくい室内履きを用意→神経障害があるとけがに気付けませんので注意
してください。

　運動不足で血糖コントロールが悪化します。また、車中などで同じ
姿勢を続けていると、足に血栓ができて詰まる危険性もあります。

　災害後は多くのストレスがかかります。家族や友人と相
談したり、散歩などで気分転換を図りましょう。それでも
良くならないときは医療スタッフに相談しましょう。
　また、日頃から地域のコミュニケーションを大切にして
助け合う気持ちを持ちましょう。

糖尿病の災害マニュアル・・・災害時の生活は、セルフケアを心がける！！
災害はいつやってくるか分かりません。だからこそ日頃の備えが肝心です。

能登半島地震に対して当院DMATが出動しました

500キロカロリー
組み合わせ

体  重

血  圧

血  糖

避難所でできる軽い運動
散歩・足の屈伸・ラジオ体操

　水分はしっかりと摂りましょう

　食事の目安量を覚えましょう

　測定してみましょう

　治療を中断しない

　感染症やけがを予防しましょう

　軽い運動や体操をしましょう

　ストレスをためないようにしましょう

おにぎり２個 400kcal

お茶 0kcal

あんぱん１個 300kcal バナナ１本 80kcal

みかん１個 40kcal

牛乳200㎖ 120kcal

カップラーメン１杯 
400～500kcal

オレンジジュース
果汁100％ 200㎖

100kcal

ラーメンは血圧が上がりやすくなるので注意！

菓子パンは血糖値が上がりやすいので食べ過ぎに注意！

＋
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★歯磨き・うがい→水があまり使えない場合は歯磨粉なしでおこない、少量の水で
　すすぎます。無糖のガムをよく噛み、唾液を出しましょう。
★靴など脱げにくい室内履きを用意→神経障害があるとけがに気付けませんので注意
してください。

　運動不足で血糖コントロールが悪化します。また、車中などで同じ
姿勢を続けていると、足に血栓ができて詰まる危険性もあります。

　災害後は多くのストレスがかかります。家族や友人と相
談したり、散歩などで気分転換を図りましょう。それでも
良くならないときは医療スタッフに相談しましょう。
　また、日頃から地域のコミュニケーションを大切にして
助け合う気持ちを持ちましょう。

糖尿病の災害マニュアル・・・災害時の生活は、セルフケアを心がける！！
災害はいつやってくるか分かりません。だからこそ日頃の備えが肝心です。

能登半島地震に対して当院DMATが出動しました

500キロカロリー
組み合わせ

体  重

血  圧

血  糖

避難所でできる軽い運動
散歩・足の屈伸・ラジオ体操

　水分はしっかりと摂りましょう

　食事の目安量を覚えましょう

　測定してみましょう

　治療を中断しない

　感染症やけがを予防しましょう

　軽い運動や体操をしましょう

　ストレスをためないようにしましょう

おにぎり２個 400kcal

お茶 0kcal

あんぱん１個 300kcal バナナ１本 80kcal

みかん１個 40kcal

牛乳200㎖ 120kcal

カップラーメン１杯 
400～500kcal

オレンジジュース
果汁100％ 200㎖

100kcal

ラーメンは血圧が上がりやすくなるので注意！

菓子パンは血糖値が上がりやすいので食べ過ぎに注意！
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　１月１日に発生した能登半島地震に対して、当院DMATは
４回に渡り延べ20人が石川県に支援に入りました。
　発災直後の２回の支援では病院支援等を行いました。
　その後の支援では地域医療への移行期に対する支援を行い
ました。
　今回の派遣は隊員にとって「当院が被災した時、どうした
らいいだろう？」を改めて考えるきっかけとなりました。
　今後も日々研鑽を積み、必要な際の出動に備えていきます。

　避難所ではトイレが不便なため、水分補給を制限しがちですが、水分が不足すると便秘や脱水症状
をきたし、血糖コントロールが悪化します。その結果 、血管の中で血栓ができたり、詰まったりし
ますので、こまめに水分を摂りましょう。

　避難所などで支給される食事はおにぎりや菓子パン、イン
スタントラーメンなど炭水化物が中心のため、エネルギー量
や栄養素、塩分のバランスが崩れがちになります。普段から
食事の目安量を覚えておきましょう。

・太った→食べ過ぎと運動不足に注意。
・やせてきた→血糖悪化が考えられる→医師
　に相談しましょう。

・高い→塩分摂りすぎ、降圧薬の中断、不眠
　などのストレス
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良くならないときは医療スタッフに相談しましょう。
　また、日頃から地域のコミュニケーションを大切にして
助け合う気持ちを持ちましょう。
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　昭
年

　
一
説
に
よ

る
と
、
薬
剤

師
制
度
は
、

1
2
4
0
年

ご
ろ
に
神
聖

ロ
ー
マ
帝
国

の
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
２
世
が
、
主
治
医
の
処
方
し
た
薬

に
よ
る
暗
殺
を
恐
れ
て
別
の
者
に

チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
た
こ
と
が
起
源
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
東
洋
で
は
、
薬
が
医
療
の
中

心
で
あ
っ
た
た
め
、
医
師
と
薬
剤
師
の

区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
日
本
の
薬
剤
師
の
歴
史
は
、

年
に
明
治
政
府
が
医
師
、
薬
剤
師
の
教

育
と
免
許
制
度
を
制
定
し
た
こ
と
が
始

ま
り
で
、
1
8
8
9
年
に
本
格
的
な
薬

事
制
度
が
制
定
さ
れ
、「
薬
局
」、「
薬

剤
師
制
度
」
が
誕
生
し
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　
今
で
は
病
院
・
診
療
所
、
薬
局
、
医

薬
品
企
業
、
行
政
、
学
校
な
ど
薬
剤
師

は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
働
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
薬
局
薬
剤
師
と
病
院
薬
剤
師
を

取
り
上
げ
、
よ
り
安
心
で
継
続
し
た
薬

物
療
法
を
患
者
さ
ま
に
提
供
す
る
た
め

の
「
薬
薬
連
携
」
の
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
薬
剤
師
は
患
者
さ
ま
個
々
の
お
薬
の

記
録
、
ア
レ
ル
ギ
ー
歴
、
副
作
用
の
記

録
な
ど
お
薬
と
患
者
さ
ま
に
関
す
る
記

録
（
薬
歴
）
を
作
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
院
外
処
方
箋
の
普
及
に
よ
り
こ
れ
ら

の
業
務
は
、
外
来
通
院
時
は
薬
局
薬
剤

師
（
か
か
り
つ
け
薬
局
）
が
受
け
持
ち
、

入
院
中
は
病
院
薬
剤
師
が
受
け
持
っ
て

い
ま
す
。

　「
薬
薬
連
携
」
と
は
薬
局
薬
剤
師
（
院

外
薬
局
）
と
病
院
薬
剤
師
が
情
報
を
共

有
し
、
入
院
す
る
前
か
ら
入
院
中
、
退

院
を
し
て
か
ら
も
充
実
し
た
医
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
体
制

の
こ
と
で
す
。

　
患
者
さ
ま
の
入
院
時
や
退
院
時
に
は

服
用
薬
の
内
容
が
変
化
し
や
す
い
た
め
、

適
切
な
治
療
が
行
え
る
よ
う
に
、
薬
剤

師
同
士
の
連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
複
数
の
病
院
や
診
療
科
か
ら

お
薬
を
も
ら
っ
て
い
る
と
き
は
、
お
薬

の
把
握
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
薬
局
薬
剤
師
（
か
か
り
つ
け
薬
局
）

に
相
談
し
、
入
院
時
の
お
薬
の
整
理
や

必
要
時
、
病
院
へ
情
報
提
供
を
お
願
い

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
お
薬

に
は
血
液
サ
ラ
サ
ラ
の
薬
で
な
く
て
も

出
血
の
危
険
性
を
高
め
た
り
す
る
薬
が

あ
り
ま
す
。
病
院
の
医
師
な
ど
か
ら
入

院
の
た
め
に
一
部
お
薬
の
服
薬
中
止
の

説
明
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
も
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
入
院
前
に
処
方
さ
れ
て
い
た

お
薬
が
退
院
時
に
変
更
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
退
院
す
る
時
は

病
院
薬
剤
師
が
入
院
中
の
お
薬
に
関
す

る
事
を「
お
薬
手
帳
」に
書
き
添
え
た
り
、

情
報
が
多
い
場
合
に
は
「
施
設
間
情
報

連
絡
書
」
な
ど
を
添
付
し
ま
す
の
で
是

非
、
薬
局
薬
剤
師
（
か
か
り
つ
け
薬
局
）

に
見
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
お
薬
手
帳
は
医
師
や
看
護
師
、
薬
剤

師
が
情
報
を
知
り
得
る
た
め
の
重
要
な

手
段
で
す
。
院
外
薬
局
だ
け
で
な
く
、

受
診
の
際
に
は
毎
回
必
ず
お
薬
手
帳
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
安
心
安
全
な
療
養
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
積
極
的
に
薬
剤
師
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
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中津川市民病院各科診療担当医表

田中 田中 田中 田中
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豊國
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平岩

岩田・
平岩

岩田・
平岩
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平岩
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平岩

﨑
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　１月１日に発生した能登半島地震に対して、当院DMATは
４回に渡り延べ20人が石川県に支援に入りました。
　発災直後の２回の支援では病院支援等を行いました。
　その後の支援では地域医療への移行期に対する支援を行い
ました。
　今回の派遣は隊員にとって「当院が被災した時、どうした
らいいだろう？」を改めて考えるきっかけとなりました。
　今後も日々研鑽を積み、必要な際の出動に備えていきます。

　避難所ではトイレが不便なため、水分補給を制限しがちですが、水分が不足すると便秘や脱水症状
をきたし、血糖コントロールが悪化します。その結果 、血管の中で血栓ができたり、詰まったりし
ますので、こまめに水分を摂りましょう。

　避難所などで支給される食事はおにぎりや菓子パン、イン
スタントラーメンなど炭水化物が中心のため、エネルギー量
や栄養素、塩分のバランスが崩れがちになります。普段から
食事の目安量を覚えておきましょう。

・太った→食べ過ぎと運動不足に注意。
・やせてきた→血糖悪化が考えられる→医師
　に相談しましょう。

・高い→塩分摂りすぎ、降圧薬の中断、不眠
　などのストレス

・食事の前や後にチェックしてください。
・血糖測定器を持っていない方は医療スタッ
　フに相談しましょう。

　薬物療法を受けている方もそうでない方も、治療を中断しないでください。

★歯磨き・うがい→水があまり使えない場合は歯磨粉なしでおこない、少量の水で
　すすぎます。無糖のガムをよく噛み、唾液を出しましょう。
★靴など脱げにくい室内履きを用意→神経障害があるとけがに気付けませんので注意
してください。

　運動不足で血糖コントロールが悪化します。また、車中などで同じ
姿勢を続けていると、足に血栓ができて詰まる危険性もあります。

　災害後は多くのストレスがかかります。家族や友人と相
談したり、散歩などで気分転換を図りましょう。それでも
良くならないときは医療スタッフに相談しましょう。
　また、日頃から地域のコミュニケーションを大切にして
助け合う気持ちを持ちましょう。

糖尿病の災害マニュアル・・・災害時の生活は、セルフケアを心がける！！
災害はいつやってくるか分かりません。だからこそ日頃の備えが肝心です。

能登半島地震に対して当院DMATが出動しました

500キロカロリー
組み合わせ

体  重

血  圧

血  糖

避難所でできる軽い運動
散歩・足の屈伸・ラジオ体操

　水分はしっかりと摂りましょう

　食事の目安量を覚えましょう

　測定してみましょう

　治療を中断しない

　感染症やけがを予防しましょう

　軽い運動や体操をしましょう

　ストレスをためないようにしましょう

おにぎり２個 400kcal

お茶 0kcal

あんぱん１個 300kcal バナナ１本 80kcal

みかん１個 40kcal

牛乳200㎖ 120kcal

カップラーメン１杯 
400～500kcal

オレンジジュース
果汁100％ 200㎖

100kcal

ラーメンは血圧が上がりやすくなるので注意！

菓子パンは血糖値が上がりやすいので食べ過ぎに注意！
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あんぱん１個 300kcal バナナ１本 80kcal

みかん１個 40kcal

牛乳200㎖ 120kcal

カップラーメン１杯 
400～500kcal

オレンジジュース
果汁100％ 200㎖

100kcal

ラーメンは血圧が上がりやすくなるので注意！

菓子パンは血糖値が上がりやすいので食べ過ぎに注意！

＋

＋ ＋

＋ ＋



林

　昭
年

　
一
説
に
よ

る
と
、
薬
剤

師
制
度
は
、

1
2
4
0
年

ご
ろ
に
神
聖

ロ
ー
マ
帝
国

の
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
２
世
が
、
主
治
医
の
処
方
し
た
薬

に
よ
る
暗
殺
を
恐
れ
て
別
の
者
に

チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
た
こ
と
が
起
源
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
東
洋
で
は
、
薬
が
医
療
の
中

心
で
あ
っ
た
た
め
、
医
師
と
薬
剤
師
の

区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
日
本
の
薬
剤
師
の
歴
史
は
、

年
に
明
治
政
府
が
医
師
、
薬
剤
師
の
教

育
と
免
許
制
度
を
制
定
し
た
こ
と
が
始

ま
り
で
、
1
8
8
9
年
に
本
格
的
な
薬

事
制
度
が
制
定
さ
れ
、「
薬
局
」、「
薬

剤
師
制
度
」
が
誕
生
し
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　
今
で
は
病
院
・
診
療
所
、
薬
局
、
医

薬
品
企
業
、
行
政
、
学
校
な
ど
薬
剤
師

は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
働
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
薬
局
薬
剤
師
と
病
院
薬
剤
師
を

取
り
上
げ
、
よ
り
安
心
で
継
続
し
た
薬

物
療
法
を
患
者
さ
ま
に
提
供
す
る
た
め

の
「
薬
薬
連
携
」
の
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
薬
剤
師
は
患
者
さ
ま
個
々
の
お
薬
の

記
録
、
ア
レ
ル
ギ
ー
歴
、
副
作
用
の
記

録
な
ど
お
薬
と
患
者
さ
ま
に
関
す
る
記

録
（
薬
歴
）
を
作
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
院
外
処
方
箋
の
普
及
に
よ
り
こ
れ
ら

の
業
務
は
、
外
来
通
院
時
は
薬
局
薬
剤

師
（
か
か
り
つ
け
薬
局
）
が
受
け
持
ち
、

入
院
中
は
病
院
薬
剤
師
が
受
け
持
っ
て

い
ま
す
。

　「
薬
薬
連
携
」
と
は
薬
局
薬
剤
師
（
院

外
薬
局
）
と
病
院
薬
剤
師
が
情
報
を
共

有
し
、
入
院
す
る
前
か
ら
入
院
中
、
退

院
を
し
て
か
ら
も
充
実
し
た
医
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
体
制

の
こ
と
で
す
。

　
患
者
さ
ま
の
入
院
時
や
退
院
時
に
は

服
用
薬
の
内
容
が
変
化
し
や
す
い
た
め
、

適
切
な
治
療
が
行
え
る
よ
う
に
、
薬
剤

師
同
士
の
連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
複
数
の
病
院
や
診
療
科
か
ら

お
薬
を
も
ら
っ
て
い
る
と
き
は
、
お
薬

の
把
握
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
薬
局
薬
剤
師
（
か
か
り
つ
け
薬
局
）

に
相
談
し
、
入
院
時
の
お
薬
の
整
理
や

必
要
時
、
病
院
へ
情
報
提
供
を
お
願
い

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
お
薬

に
は
血
液
サ
ラ
サ
ラ
の
薬
で
な
く
て
も

出
血
の
危
険
性
を
高
め
た
り
す
る
薬
が

あ
り
ま
す
。
病
院
の
医
師
な
ど
か
ら
入

院
の
た
め
に
一
部
お
薬
の
服
薬
中
止
の

説
明
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
も
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
入
院
前
に
処
方
さ
れ
て
い
た

お
薬
が
退
院
時
に
変
更
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
退
院
す
る
時
は

病
院
薬
剤
師
が
入
院
中
の
お
薬
に
関
す

る
事
を「
お
薬
手
帳
」に
書
き
添
え
た
り
、

情
報
が
多
い
場
合
に
は
「
施
設
間
情
報

連
絡
書
」
な
ど
を
添
付
し
ま
す
の
で
是

非
、
薬
局
薬
剤
師
（
か
か
り
つ
け
薬
局
）

に
見
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
お
薬
手
帳
は
医
師
や
看
護
師
、
薬
剤

師
が
情
報
を
知
り
得
る
た
め
の
重
要
な

手
段
で
す
。
院
外
薬
局
だ
け
で
な
く
、

受
診
の
際
に
は
毎
回
必
ず
お
薬
手
帳
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
安
心
安
全
な
療
養
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
積
極
的
に
薬
剤
師
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

1
8
7
4

中津川市民病院各科診療担当医表

田中 田中 田中 田中

丸山

豊國

岩田・
平岩

岩田・
平岩

岩田・
平岩

岩田・
平岩

岩田・
平岩

﨑

丸山 丸山 前川

西川 田中 矢野(心) 田中 船橋

矢野(心) 前川

矢野(順)

大高 矢野(心) 田中

布施

鈴木 脇坂

永田

吉本 伊藤 石﨑

担当医 担当医 担当医 担当医 担当医

担当医 担当医 担当医 担当医 担当医

岡田 幸道 岡田 岡

加藤 加藤

岡野 倉田 加藤 鹿野 加藤

片山 片山 室 片山 松井

後藤 後藤 後藤

岡 石田 石田

岡

石田 石田

/

http://nakatsugawa-hp.jp/tantoui/

～

水野

水野 齊藤

齊藤

前川

澤木 佐々木

TE

P A

～

　１月１日に発生した能登半島地震に対して、当院DMATは
４回に渡り延べ20人が石川県に支援に入りました。
　発災直後の２回の支援では病院支援等を行いました。
　その後の支援では地域医療への移行期に対する支援を行い
ました。
　今回の派遣は隊員にとって「当院が被災した時、どうした
らいいだろう？」を改めて考えるきっかけとなりました。
　今後も日々研鑽を積み、必要な際の出動に備えていきます。

　避難所ではトイレが不便なため、水分補給を制限しがちですが、水分が不足すると便秘や脱水症状
をきたし、血糖コントロールが悪化します。その結果 、血管の中で血栓ができたり、詰まったりし
ますので、こまめに水分を摂りましょう。

　避難所などで支給される食事はおにぎりや菓子パン、イン
スタントラーメンなど炭水化物が中心のため、エネルギー量
や栄養素、塩分のバランスが崩れがちになります。普段から
食事の目安量を覚えておきましょう。

・太った→食べ過ぎと運動不足に注意。
・やせてきた→血糖悪化が考えられる→医師
　に相談しましょう。

・高い→塩分摂りすぎ、降圧薬の中断、不眠
　などのストレス

・食事の前や後にチェックしてください。
・血糖測定器を持っていない方は医療スタッ
　フに相談しましょう。

　薬物療法を受けている方もそうでない方も、治療を中断しないでください。

★歯磨き・うがい→水があまり使えない場合は歯磨粉なしでおこない、少量の水で
　すすぎます。無糖のガムをよく噛み、唾液を出しましょう。
★靴など脱げにくい室内履きを用意→神経障害があるとけがに気付けませんので注意
してください。

　運動不足で血糖コントロールが悪化します。また、車中などで同じ
姿勢を続けていると、足に血栓ができて詰まる危険性もあります。

　災害後は多くのストレスがかかります。家族や友人と相
談したり、散歩などで気分転換を図りましょう。それでも
良くならないときは医療スタッフに相談しましょう。
　また、日頃から地域のコミュニケーションを大切にして
助け合う気持ちを持ちましょう。

糖尿病の災害マニュアル・・・災害時の生活は、セルフケアを心がける！！
災害はいつやってくるか分かりません。だからこそ日頃の備えが肝心です。

能登半島地震に対して当院DMATが出動しました

500キロカロリー
組み合わせ

体  重

血  圧

血  糖

避難所でできる軽い運動
散歩・足の屈伸・ラジオ体操

　水分はしっかりと摂りましょう

　食事の目安量を覚えましょう

　測定してみましょう

　治療を中断しない

　感染症やけがを予防しましょう

　軽い運動や体操をしましょう

　ストレスをためないようにしましょう

おにぎり２個 400kcal

お茶 0kcal

あんぱん１個 300kcal バナナ１本 80kcal

みかん１個 40kcal

牛乳200㎖ 120kcal

カップラーメン１杯 
400～500kcal

オレンジジュース
果汁100％ 200㎖

100kcal

ラーメンは血圧が上がりやすくなるので注意！

菓子パンは血糖値が上がりやすいので食べ過ぎに注意！

＋

＋ ＋

＋ ＋


